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九重町ボランティア協議会
事  務  局

〒879-4803九 重町大字後野上17-1

九重町社会福祉協議会

九重町ボランティアセンター内

TEL:76-2500/′ FAX:76-3835

|」

ず
ｒ
螢
‐
　
露

．〓一一一一鸞
薔

ず

〓・・・・・・・・・饉
一・・・

―
事

′≡

饉

一一■
１

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．・・・・・・・・・・．．．．．一．．．．．．．．．．．．壌一一一一一壌

４

一
一一一・一一・艤

一一一一一一．
・饉

攀

‡:11::‡ ||:な |::1艤 |||||||||||||||||||||||||||||1111

・〓
驚

驚

一一一一一一一Ｉ

●1奪

ヽ
J

鬱

ヽ
“

，競
苺
ｔ

薦
妊
ず

，

隕



00000o00o00o

/ 鸞

九重町

月  日 活 動 内 容

4月 11日 はづきの会総会

15日 キスゲの会総会

22日 ボランティア東総会

23日 かつこうの会総会

30日 監査会・第1回役員会

5月 15日 ボランティア南総会

26日 献立検討委員会①

20日 ボランティア協議会総会・講演会

6月 23日 玖珠町ボランティア連絡会総会・講演会

7月 17日 ボランティア協議会広報紙発行

28日 献立検討委員会②

9月 予定 第2回役員会

2日 日田玖珠ブロック研修会

29日 献立検討委員会③

10月 予定 役員視察研修

10月 ～ 12月 福祉ボランティアパワーアップ講座

24日 大分県地域福祉推進大会

11月 21日 献立検討委員会④

1月 予定 大分県ボランティア・NPO推進大会

26日 献立検討委員会⑤

2月 予定 第3回役員会

3月 23日 献立検討委員会⑥

*その他各種事業への参加協力

0  0  0   0

河津真由さん (左 )と

山川優斗さん (右 )

令和7年度

ボランティア協議会の活動 や

九重町ボランティア協議会は、'総会で承認をいただいた令和7年度事業計画

及び予算に沿って活動を行います。ご協力よろしくお願い致します。

《令和 7年度 事業計画 》          《令和 7年度 予算 》
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《収入の部》 (単位 :円 )

科 目 予 算 摘   要

■   `全、  ち日3
1・  =あ : コ興 .

可 会 費 17,800 グループロ個人

2.助成金 1.助成金 510,000 町社協、県ボラ連

3.雑収入 1.雑収入 254 預金利子
禍年度分個人会費

4.繰越金 1.繰越金 212,946 前年度より
△      ユ

=コ
      員 l 741,000

《支出の部》 (単位 :円 )

科 目 予 算 摘  要

1.会議費 1.会議費 12,000 総会時弁当代

2.事業費 510,200

50,000 印刷代

2.総会・講演会 50,000 講師料・講師旅費・飲物代

3.献立検討委員会 16,200 献立作成料・講師旅費

4.研修会費 275,000 県大会参加費・研修会等

5.収集活動 10,000 古切手収集

6 旅費・日当 109,000 旅費・日当等

3.事務費 1 事務諸費 24,000 消耗品費・通信費

4.助成金 1 グループ助成金 165,000 グループ助成金

5.負担金 1.負担金 20,000 県ボラ連負担金

6.予備費 1.予備費 9,800

合    計 741,000

0  0  0 0  0
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活

６
月
２３
日
に
総
会
が
開
催
さ
れ
５３
名
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
司
会
の
石
田
初
代

さ
ん
、
議
長
の
佐
藤
悦
子
さ
ん
の
協
力
で

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
九
重
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
新

任
職
員
か
ら

「福
祉
の
道
に
進
ん
だ
き

っ

。
　

か
け
」
と
題
し
て
、
中
学
校
の
頃
か
ら
福

祉
に
関
心
を
持

っ
た
こ
と
や
大
学
で
の
体

０
　
験
や
学
び
、
気
持
ち
の
変
化
等
を
話
さ
れ

仕
事

へ
の
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。

九
重
町
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

締
会

・
講
演
会

、鵞
痒、左

隋穆

1 会報紙発行
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レ
九
重
町
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
協
議
会
で

は
７
つ
の
団
体
と
、
個
人
の
方
が

積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
等

に
お
弁
当
を
作

っ
て
配
達

し
て
い

ま
す
。
手
づ
く
り

の
お
弁
当
を
定

期
的

に
届
け
る
こ
と

で
、
現
況
確

認
や
食
生
活

の
改
善
と
と
も
に
地

域
と

つ
な
が
る
安
心
感
も
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ

の
班
が
月
に
１
回
程

度

の
活
動
で
無
理
な
く
続
け
ら
れ
、

受
け
取
る
方
も
大
変
楽

し
み
に
し

て
い
る
活
動
で
す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
東

（東
飯
田
）

第
１
・
４
土
曜
日
、
第
３
月
曜
日

”
は
づ
き
の
会

（野
上
）

第
２
・
３
・
４
水
曜
日

・
キ
ス
ゲ
の
会

（飯
田
）

第
２
・
４
火
曜
日

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
南

（南
山
田
）

第
１

・
３

・
４
木
曜
日

米
活
動
は
い
ず
れ
も
午
前
中

フ 給
食
サ
ー
ビ
ス

一
緒
に
活
動
し
審
世
ん
か
′

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
っ
こ
う
の
会

目
の
不
自
由
な
方
や
小
さ
い
字
が

読

み
づ
ら
く
な

つ
た
方

へ
、
毎
月

広
報

こ
こ
の
え
を
カ
セ

ツ
ト
テ
ー

プ

に
吹
き
込
み
希
望
者
に
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

原
稿

（
１
～

２
ペ
ー
ジ
）
と
カ

セ

ッ
ト
テ
ー
プ
が
届

い
た
ら
自
宅

で
吹
き
込
み
社
会
福
祉
協
議
会

に

持
参
し
た
後
、
職
員
が
編
集

し
希

望
す
る
方
に
お
届
け
し
ま
す
。

地
域
で
生
活
す
る
聴
覚
障
が
い
者

と

一
緒
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
活

動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
様

々
な
活
動
が
あ

り
ま
す
。
自
分

の
特
性
を
生
か
し

た

い
方
、
仲
間
づ
く
り
や
余
暇
を

利
用
し
て
何
か
始
め
た

い
と
思

っ

て
い
る
方
、
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
に

つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い

と
い
う
方
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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手
話
サ
ー
ク
ル

ふ
き
の
と
う

安
心
の
中
で
活
動
を
！

ボ

ラ

ン
テ

イ
ア
協
議
会

に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
は
全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
　
０

ア
活
動
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

（掛
け
金
は
全
額
社
協
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
）
　

。

《ボランティア活動保険加入プラン》
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ヽ

00000000

活
動
中
に
事
故
等
が
あ

っ
た
場

合
は
、
す
ぐ
社
会
福
祉
協
議
会
ボ

ラ

ン
テ
イ
ア
セ

ン
タ
ー
に
ご
連
絡

く
だ
さ

い
。
補
償
期
間
は
、
加
入

手
続
き
を
完

了
し
た
日
の
翌
日
か

ら
年
度
末

の
３
月
３１
日
で
す
。
保

険

の
更
新

に
伴

い
、
毎
年
年
度
末

に
会
員
名
簿

の
見
直
し
と
活
動
継

続
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

九
重
町
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー

□
７
６
１
２
５
０
０

（九
重
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

込 や
レ

マ
‐

ト
0  0  (

基本プラン 1人  350円

天災地震
補償プラン

1人  500円

整定感染症 1人  550円
重点プラン

役

員

紹

介

▼
会

長

増

田

啓

次

（ふ
き
の
と
う
）

▼
副
会
長
　
長

野
　
久
美
子

（ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
東
）

▼
理
　
事
　
石
　
田
　
初
　
代

（ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
東
）

▼
理
　
事
　
足
　
立
　
紀
美
代

（は
づ
き
の
会
）

▼
理
　
事
　
武
　
石
　
洋
　
子

（は
づ
き
の
会
）

▼
理
　
音手
　
大
津
留
　
弓
　
子

（キ
ス
ゲ
の
会
）

▼
理

事

有

吉

君

代

（キ
ス
ゲ
の
会
）

▼
理
　
事
　
工
　
藤
　
徳
　
子

（ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
南
）

▼
理

事

二

藤

涼

子

（ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
南
）

▼
代

表

吉

武

千

鳥

（か
っ
こ
う
の
〈
本
）

▼
理
　
事
　
若
　
杉
　
廣
　
子

（風
船
バ
レ
ー
）

▼
監
　
事
　
進
　
　
　
一　

富

（ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
東
）

▼
監
　
事
　
堀
　
　
　
綾
　
子

（ふ
き
の
と
う
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ｆ

銀D
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ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
南

会

長

　̈
工
藤
徳
子

（会
員
数
２６
名
）

ヽ

私たち給食ボランテ ィア南は、現在会員数 26

名で2班 にわかれ、毎月 1、 3、 4週 の本曜 日に活

動 しています。

ボランテ ィア前 日には、会員各々が受給者の

方へ電話をかけ、安否確認 と弁 当の確認 をして

います。

配達時には、 「いつ もおい しいお弁 当をあ り

が と うございます」 「楽 しみ に待 ってます」
「元気 に してま したか ?」 「早 目に食べてね」

な ど、受給者の方 と会員の見守 りを兼ねた楽 し

い会話 と交流ができ、毎回受給者の方 よ り元気

をもらっています。

昨年 には大分県知事表彰をいただき、これま

での活動に対す る結果だ と深 く受け止 め、今後

もこの表彰 を励みにボランテ ィア活動 に頑張っ

ていこうと思います。

・ 鬱薇 111.=● 囃
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か

っ
こ
う
の
会

会

長

　̈
吉
武
千
鳥

編
集
後
記

三
十
年
に
わ
た
り
継
続
し
て

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
協
議
会

。
広
報

紙
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
今
ま

で
携
わ

っ
て
こ
ら
れ
た
方

々
ヘ

の
敬
意
と
そ
の
労
力

へ
の
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

先
日
、
九
重
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
度

の
活
動
報
告
、

今
年
度

の
活
動
予
定
、
予
算
案

が
無
事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

過
疎
、
高
齢
化
が
進
む
中
で

地
域

の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
ー
の
希

薄
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
の
皆
様
の
日
頃
の

活
動
に
よ

つ
て
安
心

。
安
全
な

地
域
が
作
ら
れ
て
い
る
か
と
思

い
ま
す
。
総
会
に
参
加
さ
れ
た

方

々
の
生
き
生
き
と
し
た
様
子

が
心
強
か

つ
た
で
す
。

ま
た
、
総
会
後
の
講
演
会
で

は
、
今
年
度
社
協
に
入
職
さ
れ

た
二
名

の
お
話
も
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
若
い
お
二
人
そ

れ
ぞ
れ
福
祉
、
地
域
づ
く
リ

ヘ

の
意
気
込
み
を
お
聞
き
す
る
な

か
で
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
で
の

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
発
展

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。
　

（Ｋ

・
Ｍ
）

視覚障害のある人に 「声の広報 ここのえ」を

届けているボランティアグループ 「かっこうの

会」は現在 11名 で活動 しています。 発足 して25

年、今年 2月 の町制施行70周年記念式典で、町民

福祉 の向上に貢献 した とい うことで特別表彰を

受けま した。 これ も長 きにわた り、地道に活動

を続けてきた先輩方のおかげと思っています。

わた しが加入 したきっかけは、 「自宅でもで

きるボランティア」 とい うことで した。加入時

はまだ仕事に就いていたので、それな らやって

みようか…と。

ところが、始 めてみ ると何度 とな く壁 にぶつ

か ります。漢和辞典 をめくり、スマホで検索 し

なが ら、読み方の確認。特に人名等については、

注意 (広報担当課に確認等)を しています。

令和5～ 6年にかけ、会員の退会があ り(会員 6

名 )、 存続できるか と悩みなが らもなんとか毎月

の 「音訳ボランティア」は続けてきました。昨

年、5人の新 しい会員も入 り、今は和気あいあい

とした雰囲気のなかで、それぞれが自己研鑽 し

ながら「声の広報 ここのえ」の発信を続けてい

きます。

今後も、すこしでも地域に貢献 しながら、あ

ゆみを進めたいと思っています。

織

（会
員
数
１１
名
）

ヽ

田
≡
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≡
≡
≡
≡
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≡
三
≡
≡
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≡
≡
〓
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≡
≡
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覇

≡
≡
≡
≡
≡
三
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
〓
≡
≡
≡
三

嘲腑

全員の高齢化や、運転 な ど多 くの課題 もあ り

ますが、新会員増 に向けた取 り組みに力 を入れ

ていきたい と思います。ボランテ ィア活動 に活

動に関心のある方、配達な ら手伝 えるとい う方

の連絡待っています。

鮮
ン


